
1 基本情報

・ プールの使用の許可等に関すること。
・ プールを活用した障がい者のスポーツ活動の指導及び普及に関すること。
・ プールの維持管理に関すること。
・ プール利用者への便宜の供与に関すること。
・ プール利用の促進に関すること。

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２８年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

人   件   費 6,996

施設管理費 24,530

そ   の   他 726

差   　　　　　　  引 5,296

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 37,548

利 用 料 金 1,914
Ｈ２６ －

指定管理料 35,359
Ｈ２７ －

そ   の   他 275
Ｈ２８ 7,207

支  出  計 32,252

平成２８年度指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　障害福祉課

評価対象期間 H28.12.1 ～　H29.3.31

指 定 管 理 者

名     称 一般社団法人岐阜県障害者スポーツ協会

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県福祉友愛プール

所 在 地 岐阜市鷺山２５６３番地１８

H28.12.1 ～ H33.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・障がい者と高齢者、ニーズの異なる利用者が共有でき、安心、安全、快適に利用できるよう運営さ
れている。
・障がい者水泳選手の練習拠点として活用され、競技力向上につながっている。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.8

・各圏域の日を設け、バスツアーを実施するなど、近隣だけでなく遠方の
方への配慮を行っている。
・障がいのある方と、高齢者の方がともに利用する施設であり、それぞれ
のニーズを満たすことは困難であるが、工夫を行い適切に運営されてい
る。
・公共交通機関が充実していなく、来館が困難な場合がある。

経営状況 3.4

・冬場の会館であったにも関わらず、多数の方に利用されている。
・こまめな室温・水温調節を行うなど、効果的、効率的な管理を行ってい
る。
・利用者の数は増加している。

派生的効果 3.8

・障がい者水泳大会の開催、県の強化指定選手の練習拠点として活用さ
れており、障がい者水泳選手の競技力向上につながっている。
・障がい者と高齢者が同じプールを利用することにより、障がいに対する
理解が深まるチャンスと思う。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.8

・多くの方に利用していただていおり、安心、安全、快適な管理運営がなされてい
る。
・障がい者や高齢者が利用しやすいよう努めている。
・快適さと衛生維持を考慮し、利用者のニーズに応えるよう衛生管理や備品の設
置を行っている。
・競技用プールとして作られており、競技者以外には使いにくいところもあるた
め、配慮をお願いしたい。

設置目的の充足状況 3.6

・障がい者の社会参加の促進、障がい者スポーツの推進、競技水準の向上、高齢者
の健康増進等、様々なニーズを限られたスペースで工夫し、改善をしながら運営して
いる。
・ホームページや市町村への広報、障がい者支援の各事業所へのイベント・情報の
告知に努めている。
・１つのプールで身体、知的、精神の３つの障害、また高齢者が利用し、さらに泳ぎた
い人、遊びたい人さまざまなニーズのある人が利用することは非常に難しい。


